
議
員
提
出
第
三
十
号
議
案

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求
め
る
意
見
書

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
。
こ
の
訴
え
は
、
核
兵
器

廃
絶
と
恒
久
平
和
を
願
う
私
た
ち
被
爆
国
民
の
心
か
ら
の
叫
び
で
あ
る
。

し
か
し
核
兵
器
は
未
だ
に
世
界
に
約
二
万
一
千
発
も
存
在
し
、
核
兵
器
の
脅
威
か
ら
、
今
な
お
人
類
は
解

放
さ
れ
て
い
な
い
。
二
○
○
○
年
の
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
で
は
、
全
面
的
な
核
兵
器

廃
絶
を
約
束
し
た
は
ず
が
、
二
○
○
五
年
の
同
会
議
で
は
、
実
質
合
意
が
で
き
ず
、
核
軍
縮
は
も
と
よ
り
核

不
拡
散
体
制
そ
の
も
の
が
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
米
国
、
ロ
シ
ア
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
の

核
保
有
五
か
国
に
加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
未
加
盟
の
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
核
兵
器
を
保
有
し
、
さ
ら
に
事
実
上

の
保
有
国
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
、
核
兵
器
開
発
に
つ
な
が
る
ウ
ラ
ン
を
濃
縮
・
拡
大
す
る
イ
ラ
ン
、
核
実
験

し
た
北
朝
鮮
の
動
向
な
ど
は
核
不
拡
散
体
制
を
大
き
く
揺
る
が
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
の
た
め
、
被
爆
六
十
五
周

年
を
迎
え
る
二
○
一
○
年
に
開
か
れ
る
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
向
け
て
、
実
効
あ
る

核
兵
器
廃
絶
の
合
意
が
な
さ
れ
る
べ
く
、
次
の
と
お
り
核
軍
縮
・
不
拡
散
外
交
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要

請
す
る
。

一

政
府
は
、
国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
を
法
制
化
す
る
と
と
も
に
、
平
和
市
長
会
議
が
提
唱
す
る
二
○
二

○
年
ま
で
に
核
兵
器
の
廃
絶
を
め
ざ
す
「
二
○
二
○
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
支
持
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
。

二

非
核
兵
器
地
帯
構
想
が
世
界
平
和
の
維
持
に
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
考
慮
し
、
暫
時
、
世

界
各
地
に
非
核
兵
器
地
帯
条
約
が
実
現
す
る
よ
う
国
際
的
努
力
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
朝
鮮
半
島
と
日
本

を
含
め
た
北
東
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
構
想
を
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
。

三

核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
遵
守
及
び
加
盟
促
進
、
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
の

早
期
発
効
、
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
継
続
、
兵
器
用
核
分
裂
性
物
質
生
産
禁
止
条
約
（
カ
ッ
ト
オ
フ
条

約
）
の
交
渉
開
始
と
早
期
妥
結
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
日
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